
❶鹿児島市山下町「朝日通り」から望む桜島　

❶

て
ん
ぴ
ょ
う
ほ
う
じ

桜
島
と
の
共
生

　
世
界
屈
指
の
活
火
山

　

そ
の
周
辺
に
多
く
の
県
民
が
暮
ら
す

　

桜
島
と
の
共
生
が
鹿
児
島
の
歴
史

　
桜
島
は
鹿
児
島
湾
の
中
央
部
に
浮
か
ぶ
、世
界
有
数
の
活
火
山

で
あ
り
、そ
の
存
在
感
は
圧
倒
的
で
、鹿
児
島
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

多
く
の
人
々
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。一
方
で
、
噴
火
に
よ
る

降
灰
は
鹿
児
島
県
民
を
悩
ま
せ
続
け
、過
去
に
は
大
規
模
な
噴
火

で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。桜
島
と
の
共
生
は
県
民
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
桜
島
が
誕
生
し
た
の
は
約
２
万
６
０
０
０
年
前
。桜
島
を
含
む

姶
良
カ
ル
デ
ラ（
鹿
児
島
湾
北
部
一
体
）の
火
山
活
動
は
大
昔
か

ら
活
発
で
、
鹿
児
島
の
土
壌
に
は
火
山
灰
が
分
厚
く
積
み
上
が
っ

て
い
ま
す
。有
史
以
降
も
天
平
宝
字
噴
火（
７
６
４
年
）、
文
明
噴

火（
１
４
７
１
年
）、
安
永
噴
火（
１
７
７
９
年
）、
大
正
噴
火（
１
９

１
４
年
）、
昭
和
噴
火（
１
９
４
６
年
）な
ど
大
噴
火
が
た
び
た
び

発
生
。大
正
噴
火
で
は
流
出
し
た
溶
岩
に
よ
り
桜
島
と
大
隅
半
島

の
間
に
あ
っ
た
瀬
戸
海
峡
は
埋
め
ら
れ
、
桜
島
は
大
隅
半
島
と
陸

続
き
に
な
り
ま
し
た
。火
山
灰
や
軽
石
も
大
量
に
噴
出
し
、
２

メ
ー
ト
ル
も
積
も
っ
た
場
所
も
あ
り
、黒
神
地
区
の
埋
没
鳥
居
は
、

当
時
の
噴
火
の
凄
ま
じ
さ
を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
大
正
噴
火
後
に
桜
島
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
や
防
災
の
必
要

性
か
ら
海
上
輸
送
力
の
増
強
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
西
桜
島
村（
現
在
は
鹿
児
島
市
）は
、
昭
和
5
年
に
村
営
の
貨

客
輸
送
船
を
稼
働
。昭
和
9
年
か
ら
定
期
船
の
運
航
を
開
始
し

ま
し
た
。こ
れ
が
桜
島
フ
ェ
リ
ー
で
す
。現
在
は
24
時
間
体
制
で
1

日
に
1
6
6
便
が
就
航
し
て
い
て
、年
間
乗
降
客
数
5
0
0
万
人

以
上
と
日
本
で
最
も
利
用
者
の
多
い
航
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
21
年
の
昭
和
噴
火
以
降
は
し
ば
ら
く
小
康
状
態
が
続
き
、

山
頂
へ
の
登
山
も
可
能
で
し
た
が
、
昭
和
30
年
か
ら
再
び
火
山
活

動
が
活
発
に
な
り
、
降
灰
が
日
常
的
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。特

に
昭
和
40
年
〜
60
年
頃
は
南
岳
の
活
発
な
活
動
に
よ
り
、現
在
の

4
〜
5
倍
ほ
ど
の
降
灰
量
を
記
録
。こ
の
頃
か
ら
桜
島
近
辺
の
自

治
体
で
は
、
降
灰
対
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鹿
児
島
市

で
は
、
昭
和
53
年
か
ら
降
灰
除
去
事
業
を
実
施
。路
面
清
掃
車
・

散
水
車
の
稼
働
、「
克
灰
袋
」
の
配
布
と
宅
地
内
降
灰
の
回
収
な

ど
、現
在
で
は
市
民
に
と
っ
て
馴
染
み
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、噴
火
・
降
灰
で
人
々
を
悩
ま
せ
る
桜
島
で
す
が
、

私
た
ち
に
恵
み
も
も
た
ら
し
ま
す
。昭
和
50
年
頃
ま
で
の
桜
島

は
、
農
家
一
戸
当
た
り
の
農
業
所
得
が
県
内
一
で
、「
宝
の
島
」と

い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。現
在
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
物
が
栽
培

さ
れ
て
お
り
、世
界
一
小
さ
い「
桜
島
小
み
か
ん
」や
世
界
一
大
き

い「
桜
島
大
根
」は
桜
島
の
特
産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
、
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
す
桜
島
は
、

反
面
、大
き
な
災
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
あ
り
、日
頃
か
ら
火

山
噴
火
に
備
え
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
平
成
26
年
1
月
26
日
で
大
正
3
年
の
大
噴
火
か
ら
1
0
0
年

を
迎
え
ま
す
。

　
現
在
、
桜
島
と
の
共
生
を
図
る
た
め
、
行
政
、
観
測
・
研
究
機

関
や
防
災
関
係
機
関
等
が
連
携
し
、
火
山
災
害
に
備
え
た
準
備

を
整
え
て
い
ま
す
。過
去
の
教
訓
を
活
か
し
、
住
民
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
、
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
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